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第４章

地区別構想
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第４章　地区別構想

　都市計画マスタープランにおける地区別構想の意義は、全体構想を地区別に分かりや
すく説明するとともに、住民が自ら住んでいる地域に愛着を持ちやすい単位を設定する
ことで、まちづくりを進めていくための組織づくりにも有効であり、具体性のある計画
としていくことにあります。
　本マスタープランでは、市街地整備が主要な課題として挙げられるため、地区区分の
設定にあたっては、コミュニティの最小単位である行政区が分断されず、かつ地域活動
等の単位である小学校区を参考にしつつ、道路基盤の状況や建物の状況を考慮し以下の
2区分に設定します。

北谷町方面▶

読谷村方面▶

国道 58号

西部地区
嘉手納町役場

▼ 嘉手納ロータリー
▼

東部地区

西部地区
嘉手納町役場

▼ 嘉手納ロータリー
▼

東部地区
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　第 3章の分野別構想に示された「４つの方針」
は、嘉手納町全体の視点から、都市づくりの方
向性を示しています。
　地区別構想においては、分野別構想の方針を
踏まえた【土地利用・市街地整備の方針】【都
市交通体系の方針】【都市公園とみどりの方針】
の 3つの方針に整理し、東部地区、西部地区そ
れぞれの都市づくりの方向性を示すものとしま
す。
　なお、【都市公園とみどりの方針】は、分野
別の「公園・緑地等整備の方針」と「持続可能
な都市づくりの方針」を合わせた複合的な方針
として整理します。
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　東部地区は東区と中央区で構成し
ています。
　かつての東部地区は、比謝川の豊
富な水を利用しながら、農業を営む
風光明媚な集落があったとされてい
ます。戦中・戦後は、多くの居住空
間が接収されました。住処を失った
住民たちは、限られた土地で寄り添
うように生活したため、密集した居
住空間の形成に繋がり、近年では老
朽化していく密集市街地の防災や安
全対策、良好な住環境への改善が課
題として上げられています。
　当地区は、屋良幼稚園や屋良小学
校、嘉手納高等学校、嘉手納運動公
園、屋良城跡公園などが立地してい
ます。
　また、西部地区に比べて日用品の
買い物施設が少なく、身近な商業機
能の立地が望まれる中、「道の駅か
でな」がリニューアルオープン（令
和 4年）し、飲食店の出店により、
東部地区の拠点施設として賑わいを
見せ、周辺まちづくりへの波及が期
待されています。
　歴史文化資源としては、屋良城跡
を含む比謝川周辺の拝所、字嘉手
納拝所の大ガジュマルや字屋良のシ
リーガーなどの多くの歴史的資源を
有しています。特に、戦前に嘉手納
町と読谷村を結んでいた栄橋は、当
時の嘉手納町の繁栄と沖縄戦を物語
る町のシンボルとしての保全が望ま
れています。
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　東区の一部を低中層住宅として位置づけ、閑
静な住宅環境を保全しつつ、密集した居住空間
や未接道の土地、狭隘道路の改善を図ります。
　低層戸建住宅と低層・中層の集合住宅等を中
心としたゆとりのある居住空間を創出し、日常
生活を支える 2階以下の店舗や事務所など、住
宅と商業・業務機能が共存する土地利用を推進
します。

　中央区及び東区の一部を中層住宅地区として
位置づけ、中層の集合住宅並びに店舗併用型集
合住宅を主体とし、日常生活を支える店舗やサー
ビス機能が集積するなど、土地利用及び市街地
整備を推進します。
　中央区一帯は旧屋良集落の形態が残る地域で
あるため、地域を特徴づける資源（文化財など）
や道路線形などは、まちづくりの一部として活
用します。
　特に、密集市街地の改善は町の重要課題とし
て、優先的な市街地整備を実施し、住み良い居
住空間の形成を図ります。

　西部地区のロータリー一帯の中心拠点と連動
し、商業機能を中心とした店舗及び事務所（事
業所）が集積する賑わいのある商業空間の形成
を図ります。
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　地区内の各区コミュニティセンターは、地域拠点として、防災機能含め積極的な機能
拡充及びリニューアルを検討します。
　学校施設については、教育や時代のニーズを踏まえつつ、適切な機能拡充や安全安心
な空間づくりを推進します。
　ごみ焼却場や墓地・墓苑等の公益的施設は、周辺の住宅地や自然に配慮し、環境負荷
の少ない施設整備及び機能強化を推進します。

　主要地方道沖縄嘉手納線沿線を沿道サービス
地区として位置づけ、店舗併用集合住宅の立地
誘導を促進し、商業・住宅の複合的な土地利用
を図ります。
　「道の駅かでな」は、町民及び観光客が集う賑
わい空間であることから、当該施設を中心に商
業機能を有する施設誘致を促進・波及させ、活
力のある沿道サービス空間を創出します。

　工業地区は、環境負荷の少ない工業施設の立地を図る地区と位置づけます。工業施設
の立地、建替え等にあたっては、周辺の住宅や公園、自然など、周辺環境の保全へ配慮
しながら、工業空間の形成を図ります。

　久得周辺の農業用地は、本町のまとまった農
地であり、農業地区として生産環境の向上を目
指します。
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　国道 58 号、主要地方道沖縄嘉手納線は、周
辺自治体等との連携や本町の骨格をなす広域幹
線道路として交通の円滑化を促進するとともに、
沿道の土地利用と併せた良好な歩行空間の形成、
適切な維持管理を働きかけます。

　久得牧原線、屋良虎地原線は幹線道路として、
広域幹線道路を補完する東西及び南北方向の交
通の円滑化に努めます。

　屋良千貫田線は地区内幹線道路として、引き
続き近隣住区の形成や地区内交通の円滑化等の
機能を維持します。
　中央区の面的整備（土地利用）の在り方検討
と併せて、東西の道路ネットワークを形成する
地区内幹線道路の位置や整備形態、アクセス手
段（徒歩、新交通システム等）等を検討します。

　町道 4号線、町道 4-1 号線、町道 5号線、町
道 9号線、町道 9-1 号線、町道 11 号線、町道
18号線及び町道 72号線は主要な生活道路とし
て、安全安心な歩行空間の整備やバリアフリー
化等に努めます。中央区の面的整備（土地利用）
の在り方検討と併せて、東西の道路ネットワー
クを形成する地区内幹線道路の位置や整備形態、
アクセス手段（徒歩、新交通システム等）等を
検討します。



77

memo

　主要幹線道路である主要地方道沖縄嘉手納線と狭あいな区画道路の交差点については、
安全対策の強化を働きかけます。
　一方通行道路については、利便性を考慮し改善を検討します。

　地区内及び町内を移動する交通手段及び導入空間の確保、主要な目的地（拠点）を結
ぶネットワークを検討します。

　避難場所・避難所につながる道路は避難路として機能するよう、適切な維持管理をは
じめ、通行空間の確保や沿道建物の不燃化促進に努めるとともに、住民の防災意識の向
上に資する意識啓発を図ります。

　狭あい、行き止まりなど基盤がぜい弱な区域
においては、区画道路の拡幅整備や新たな区画
道路の整備等により道路ネットワーク形成を図
ります。また、地区計画（セットバック等）導
入による通行空間の確保を検討します。
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　地区内の都市公園の機能拡充及び効率的な維持管理を推進するとともに、社会ニーズ
や住環境整備にあわせた都市公園整備を検討します。
　各区コミュニティセンターの広場機能の確保や、空き地の有効活用等を検討し、公園
機能の補完に努めます。
　嘉手納運動公園を広域的なスポーツ・レクリエーション及びスポーツツーリズムの拠
点として利活用を推進し、道の駅かでな等の周辺施設と連携しつつ、多様な利用者の賑
わいと交流を創出します。
　屋良城跡公園については、住民のニーズに合ったリニューアル整備を推進し、安全・
安心で気軽に楽しめる公園づくりを推進します。また、比謝川を活かしたレクリエーショ
ンやイベントを通して、町民や来訪者が楽しめる賑わい空間の創出に努めます。
　避難場所・避難所に指定されている公園等の適切な維持管理による防災機能の確保を
図ります。また、防災マップの普及等による避難施設情報等の発信を行います。
　都市公園の効率的な維持管理、効果的な公園の利活用に向けては、民間活力の導入を
検討します。
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　地区の北側を流れる比謝川及び
周辺緑地は、本町の豊かな自然環
境を特徴づけています。河川沿い
の遊歩道の維持管理を図りながら、
上流方面への遊歩道拡充を検討し
ます。
　比謝川の水質保全及び水質管理
を徹底しながら、都市活動におい
ても環境負荷の低減化を図るまち
づくりを推進します。

　屋良グスクや屋良ムルチをはじめ、地区内に残る拝所やカー（井泉）など歴史的資源
の保全に努めます。
　比謝川沿いの歴史資源をネットワークさせ、屋良ムルチ、屋良城跡公園など琉球の歴
史や逸話を体感できるような仕掛け又は観光活用を検討します。
　栄橋については、戦災遺構としての価値を保存し、町のシンボル資源としての保全を
読谷村と連携し検討します。
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　西部地区は北区、南区、西区、西浜区で構成しています。
かつての西部地区は、集落も農業を主とした集落、海に近い
集落では漁業を兼業する民家もあったとされています。
　ロータリーから天川坂付近は、戦前、嘉手納に軽便鉄道が
開通したことにより、駅を中心に嘉手納大通りと呼称され、
行政機能、商業機能が集積、また比謝川や軽便鉄道が交通の
要となり、中頭郡で最もにぎやかな街となりました。
　現在は、新町・ロータリー再開発事業により整備された本
地区の東側（町の中心部）にあたるエリアは、嘉手納町役場
や沖縄防衛局等の行政機能をはじめ、ロータリー広場、かで
な文化センター、かでな未来館、ロータリープラザ等、防災、
歴史文化発信など多様な公共的機能がコンパクトに集約され
た本町の中心拠点となり、活発な都市空間を継承しています。
　一方で、港通りなど商店街沿道の老朽化が進んでおり、建
物の適切な更新を推進するとともに新たな賑わいを創造する
まちづくりが求められています。また、築 50年を超える外
人住宅等の老朽建物がみられ、独自な雰囲気を醸し出す町並
み景観を有する一方で、未接道等により建物の更新ができな
い宅地が点在しており、面的な整備の必要性が生じています。
　昭和 47年には、民間事業者により水釡・兼久地先の埋め
立てが行われ、新たな街として西浜区（行政区分_昭和54年）
が誕生しました。大型商業施設と兼久海浜公園が隣接して立
地し、本町の賑わいが見える場所として、魅力のあるまちづ
くりが期待されています。
　地区北側の比謝川では、カヤックなどを活用した観光資源
として活用されています。また、社会福祉協議会前では、ゴー
ルデンウィークの時期になるとたくさんの鯉のぼりが比謝川
の上空を泳ぎ、夏の始まりを感じる賑わいのイベントが開催
されます。その他、西海岸と合流する河口を眺望できる高台
のイユミ―バンタ、海浜公園を含む海岸沿いでは西の海に沈
む夕日が見えるスポットとして本地区の景観資源となってい
ます。
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　地区の中央付近を低中層住宅として位置づけ、
閑静な住宅環境を保全しつつ、密集した居住空
間や未接道の土地、狭隘道路の改善を図ります。
　低層戸建住宅と低層・中層の集合住宅等を中
心としたゆとりのある居住空間を創出し、日常
生活を支える 2階以下の店舗や事務所など、住
宅と商業・業務機能が共存する土地利用を推進
します。
　まとまりのある外人住宅については、本町の
地域資源と捉え、修理・修繕、リノベーション
を促進し、店舗利用など魅力度の高い空間づく
りを促進します。

　西浜区の海沿い、中心拠点に近い住宅地を中
層住宅地区として位置づけ、中層の集合住宅並
びに店舗併用型集合住宅を主体とし、日常生活
を支える店舗やサービス機能が集積するなど、
土地利用及び市街地整備を推進します。
　西浜区の海沿いの住宅地周辺では、大型商業
用地及び兼久海浜公園と連携し、海浜環境を活
かしたまちづくり・住環境整備を図ります。

　新町・ロータリー周辺については、本町の中
心拠点として、行政機能、商業機能など都市機
能の誘導・高度化を図り、複合的な店舗・事務
所併用多層型集合住宅の立地を促進させるなど、
活力のある賑わいのある都市空間を形成します。
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　ロータリー周辺の行政機能施設は、本町の中心拠点として、またシンボル施設として
機能強化を図り、適切な維持管理を徹底します。施設の更新（建替え、改修など）には、
機能の集約化を推進します。
　地区内の各区コミュニティセンターは、地域拠点として、防災機能含め積極的な機能
拡充及びリニューアルを検討します。
　学校施設については、教育や時代のニーズを踏まえつつ、適切な機能拡充や安全安心
な空間づくりを推進します。

　国道 58 号沿線を沿道サービス地区として位
置づけ、店舗併用集合住宅の立地誘導を促進し、
商業・住宅の複合的な土地利用を図ります。
　町道埋立 2号線の沿道については、オーシャ
ンフロントを活かしたまちづくりへの寄与、観
光振興を担う通りとして、商業及びサービス機
能の充実を図り、賑わいのある沿道空間を創出
します。

　商店街（新町通り・港通り）は、統一性のあ
る沿道及び街並み形成、店舗のリノベーション
を促進し、付加価値を高める商店街を目指しま
す。
　西浜区の商業地区は、広域的な利用を視野に
入れた商業機能の拡充、高層集合住宅の誘致を
図るとともに、兼久海浜公園と連携し、オーシャ
ンフロントを活かした官民協働による交流・賑
わい空間の創出を目指します。
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　国道 58号は、周辺自治体等との連携や本町の
骨格をなす広域幹線道路として交通の円滑化を
促進するとともに、沿道の土地利用と併せた良
好な歩行空間の形成、適切な維持管理を働きか
けます。
　沖縄西海岸道路については、地域への影響等
を考慮しつつ、早期整備を働きかけます。

　水釡大木線を幹線道路として位置づけ、広域
幹線道路を補完する南北軸として、交通の円滑
化に努めます。

　町道 32 号線、町道 67 号線の一部、町道 65
号線の一部、町道 39号線、町道 73号線の一部、
町道埋立 2号線、町道埋立 13 号線は地区内幹
線道路として、引き続き近隣住区の形成や地区
内交通の円滑化等の機能を担うとともに、安全
安心な歩行空間の形成、バリアフリー化等に努
めます。

　町道 34 号線、町道 36 号線、町道 48 号線、
町道 54 号線、町道 42 号及び 74 号線の一部、
町道 50号線、町道 53号線、町道 77号線、町
道65号線、埋立1号線は主要な生活道路として、
安全安心な歩行空間の整備やバリアフリー化等
に努めます。
　町道 53号線、町道 65号線の間に町道 48号
線と町道 39号線を南北に結ぶ新たな道路の整備
を検討します。
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　交通事故多発交差点や変則交差点等の危険箇所については、標識の設置、信号機設置
等の安全確保対策を働きかけます。
　一方通行道路については、利便性を考慮し改善を検討します。

　港通り沿道の老朽建物の建替えを促進するとともに、新町通りと一体的に滞在快適性
の向上を検討し、ウォーカブルな空間形成を図ります。

　地区内及び町内を移動する交通手段及び導入空間の確保、主要な目的地（拠点）を結
ぶネットワークを検討します。

　避難場所・避難所につながる道路は避難路として機能するよう、適切な維持管理をは
じめ、通行空間の確保や沿道建物の不燃化促進に努めるとともに、住民の防災意識の向
上に資する意識啓発を図ります。

　区画道路については、狭隘道路の拡幅、新たな区画道路の整備等による安全で快適な
道路ネットワークの整備に努めます。
　外人住宅地など道路密度が低く、袋小路が存在する箇所は、老朽住宅の建替えと併せ
た道路整備等、安全面を含めて方向性を検討します。
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memo

　兼久海浜公園はスポーツ、レジャー、交流イベント、スポーツツーリズムなど多様なニー
ズに応える多目的な公園として、「嘉手納町兼久海浜公園リニューアル基本計画」に基づ
き、機能の充実を図るとともに、整備後の維持管理に努めます。また、オーシャンフロ
ントの立地を活かしつつ大型商業地と連携し、官民連携による交流・賑わい空間の創出
や良好な環境・景観形成を図り、本町の魅力あふれる玄関口の形成に努めます。
　公園が不足している西区、南区においては、各区コミュニティセンターの広場機能の
拡充や、空き地の有効活用等を検討し、公園機能の補完に努めます。
　兼久体育館リニューアルに伴い、避難所及び津波避難ビルとしての機能確保に努める
とともに、避難場所・避難所に指定されている公園等の適切な維持管理による防災機能
の確保を図ります。また、防災マップの普及等による避難施設情報等の発信を行います。
　都市公園の効率的な維持管理、効果的な公園の利活用に向けては、民間活力の導入を
検討します。
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memo

　イユミーバンタなど西海岸の海を望むビュースポットを景観資源と位置づけ、良好な
眺望点としての保全・活用を図ります。
　比謝川遊歩道の適切な維持管理やアクセス路の整備等により、利用者の利便性・滞在
快適性向上を図り、利用を促進します。
　比謝川自然体験センターをレクリエーション拠点と位置づけ、レジャーや川遊び、自
然環境学習等の拠点として活用を図ります。

　野國總管のお墓（県指定文化財「記念物」史跡）などの史跡をはじめ、地区内に残る
拝所やカー（井泉）など歴史的資源の保全に努めます。
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